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、戦

後

猫

逸

の

就

會

主

義

運

動

(
一
)

河

田

嗣

郎

凋

逸

肚

會

民

主

々
義

の

二
潮

流

過
般
の
世
界
大
戦
は
、
凋
逸

の
肚
會
民
主

か
義

に
謝
し
て

一
大
試
練
を
與

ヘ
セ
。
然
か
も
凋
逸
の
肚
會
民
主
々

義
に
取

っ
て
は
、
.大
戦
は
實

に
之
れ
二
重
の
意
義
を
有
す

る

一
大
解
放

に
外
な
ら
な
か
ヶ
陀
。
即
ち

一
面
に
於
て

は
、
歴
史
的
政
治
的
弁
ぴ
に
勲
會
的
な
る
諸
多
観
念
よ
り
の
解
放
陀
り
、
他
面
に
於
て
は
、
長
く
之
を
持
練
す
れ

ば
持
続
す
る
ほ
こ
到
底
堪

え
難
き
に
至
る
ぺ
か
b
し
實
地
政
策
よ
り
の
解
放
で
あ

っ
た
。

之
を
肚
會
蕪
の
賞
状
に
就
い
て
見
る
も
、
創
設
以
来
孚
世
紀
以
上
に
捗
れ
る
光
明
に
照
さ

れ

た

る
歴
史
を
有

し
、
.其

の
蕪
員
の
数

に
於
て
も
、
其
の
政
治
的
實
勢
力

に
於
て
も
、
世
界
の
肚
會
蕪
中
に
在

っ
て
↓

一
頭
地
を
扱

い
て
居
陀
獅
逸

の
肚
會
民
主
蕪
は
、
開
戦
以
来
其
の
態
度
に
就

い
て
兎
角
世
の
指
弾
を
被
り
、
終

に
は
其
中

に
少

敷
派
ε
多
数
派

ε
の
分
立
を
見
る
に
至
り
、
結
局
少
鰍
沢
は
分
離
し
て
新
た
に
濁
立
肚
會
黙
を
組
織
す

る
に
至

っ

た
。凋

逸

の
肚
會
主
義
運
動
に
於
け

る
此
の
動
揺
は
、
其

の
経
過
ξ
原
因
,し
を
致
発
す

る
こ
ε
に
依
て
、
吾
等
に
色

論

叢

戦
後
濁
逸
の
肚
會
主
義
運
動
(
一
)

.

第
†
二
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(第
五
號

五
九
)

七
一
七
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靴而

當
取

腕
利後
鵜
澗逸

の
計
門倉
目圭
叢説
運
動

(
一
V

第
十
L二
血管

(酪
夘
五
號

占ハ
Q
)

々

の

こ

ξ

を
.激

え

て

與

れ

る
。

藪

に

私

は

其

の

一
端

を

窺

っ

て

見

た

い

ご

思

ふ

の

で

あ

る

。
七

一
入

r
、

凋
逸

の
肚
會
蕪
が
大
戦
を
機
智
に
終
に
分
裂
す

る
に
至

っ
た
の
は
、
抑
も
深
き
理
由
あ
る
こ
ご
Y
す

る
。
即
ち

大
戦
以
前
よ
り
し
て
既
に
凋
逸

の
肚
會
蕪
の
盤
内
に
は
、
二
つ
の
相
容
れ
ざ
る
血
液

が
流
れ
て
居
た
の
が
、
終
に

大
戦

ε
い
ふ
機
會
に
依

っ
て
相
分
れ
、
其

の
艦
内
に
長
く
宿
る
を
得

べ
か
ら
ざ
り
し
も
の
が
、
出
で

、
一
の
新
た

な
る
團
禮
を
造
る
に
至

っ
た
も
の
た
る
に
外
な
ら
瀕
。
而
し
て
其

の
二
つ
の
相
容
れ
ざ
る
傾
向

ε
は
、
渦
激
涯
分

子
ξ
穏
和
振
分
子

`
を
意
味
す

る
の
で
あ

っ
て
、
前
者
は

マ
ル
ク
ス
の
敏
義
を
飽
迄
押
詰
め
た
る
主
義

の
上
に
立

て
る
も
の
、
後
者
は
所
謂
修
正
涯
に
圏
す
る
も
の
ぜ
す

る
。

,

然
し
此

の
両
者
は
至
然
相
反
襯
せ
る
も

の
で
は
な
く
、
其

の
世
界
観

の
上
に
於
て
は
両
者
は
同

一
立
場
に
立

つ

も
の
た
る
の
み
な
ら
す
、
其

の
政
治
上
の
終
極
目
的
に
於
て
も
鳳両
者
は
同
様
に
肚
會
主
義
を
標
榜
す

る
も

の
で
、

此
等
の
黙
に
閲
し
て
、両
者
相
容
れ
ざ
る
所
は
な

い
。
相
容
れ
ざ

る
所
は
實
に
其

の
政
治
上
の
圭
義
之
れ
で
あ
る
。

即
ち
所
謂
正
統

マ
ル
ク
ス
振
は
飽
迄
階
級
職
争

の
敏
義
を
守
り
、
資
本
主
義
に
謝
す

る
圏
孚
を
以
て
、
階
級
的
自

畳
あ
る
無
産
者
を
し
て
糾
合
團
結
せ
し
む
る
要
件
な
り
ε
し
、
此

の
資
本
主
義
に
謝
す
む
戦
国

に
依
て
、
組
合
的

に
結
合
せ
る
勢
働
者
を
訓
練
し
、
軈
て
現
時
の
資
本
主
義
制
が
必
然
的

に
崩
解
す
る
暁
に
於
て
、
.新
陀
な
る
肚
會

主
義
制
を
造
り
上
ぐ
る
に
就
き
、
克
く
其
業
を
篤
し
遂
げ
得

べ
き
や
う
用
意

せ
し
め
ね
ば
塗
ら
源
ε
す

る
。

マ
ル



冒

噛

ク
ス
派

は
此
の
激
義
に
固
着
す

る
が
故
に
、
荷
く
も
階
級
戦
争

を
軟
化
せ
し
む
る
や
う
な
事
柄
は
悉
く
之
を
排
斥

し
、
勢
働
者
が
貴
地

の
政
争

に
依
て
瓶
ち
得

る
所

の
結
果
た
り
ε
も
、
若

し
そ
が
此

の
主
義
を
軟
弱
な
ら
し
む
る

も
の
た
ら
ば
、
飽
迄
排
斥

せ
ら

れ
ね
ば
な
ら

漁
ε
す
る
。
從
て
此
涙

の
人
々
に
謝
し
て
は
、
冠
會
主
義
ば
、
資
本

主
義
の
現
制
.が
崩
壊
し
た
る
後
に
於
て
實
現
す

べ
き
も
の
た
る
次
第
で
あ
る
。
.

之
に
反
し
て
修
正
涯
の
人
々
は
、
肚
會
主
義
的
進
化
は
、
資
本
主
義

の
現
制
度
の
存
続
す
る
間
に
於
て
も
.
能

く
組
合
運
動
や
歌
治
的
闘
争
や
に
俵
て
行
は
れ
得
る
も
の
ご
寫
す
。
即
ち
彼
等
は
、
若
し
資
本
主
義
制
が
カ
i
F7

ル
や

シ
ソ
ヂ
グ
ー
ト
や
ト
ラ
ス
ト
や
の
形
に
依
て
、
自
己
保
存
の
動
を
進
め
、
資
本
主
義
崩
壊
の
氣
運
を
延
長
し

行
(
な
ら
ば
、
肚
會
主
義
運
動
は
資
本
主
義
制
の
艘
内
そ
の
も
の
に
於
て
、
労
働
組
合
政
策

ご
民
主
々
義

だ
嬉
依

り
湘
生
産
ε
分
配
ざ
を
し
て
益
々
肚
曾

]
般
の
支
配
下
に
蹄
騒
せ
し
め
、
.以
て
趾
會
主
義

の
實
現
を
漸
現
せ
し
め

ん
ε
す

る
の
で
あ
る
。

さ
れ
ば
此

の
両
派

は
同
じ
く
肚
會
主
義
の
實
現
を
目
的

ε
し
て
進
み
乍
ら
、.
一
方
は
資
本
主
義
制
の
幌
解
を
期

待
し
、
其

の
將
來
に
向

っ
て
進
舟
行
き
、
然
か
も
階
級
戦
争
を
以
て
政
治
上
の
主
義
ε
駕
し
、
資
本
主
義
の
崩
壊

を
見
る
迄
は
、
そ
は
寸
牽
も
軟
化
す

べ
か
ら
ざ
る
も
の
ご
寫
す

に
反
し
て
、
他
方
は
階

級
戦
争
を
ば
主
義
こ
せ
す
、

の

π

買
之
を
以

て
砒
會
改
頁

の
目

的
を
達
す

べ
き
手
段

な
り

ε
す

る
。

.
斯
一
所
謂
正
統

マ
ル
ク

ス
涙

ご
修
正
派

ε
の
問

に

は
、
其

の
政
治
的

立
場

に
相
違

あ
り

、
此

の
相
違

は
戦

前

に

論

叢

職
後
凋
逸
の
肚
會
主
義
運
動
〔
こ

第
+
二
巻

(第
五
號

六
一
)

七
↓
九
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論

叢

織
機
濁
逸
の
就
會
主
義
運
動
(
一)

第
十
二
巻

(第
五
號

六
二
)

七
二
〇

於
て
は
、
た
窒
理
論
上
の
相
違

ε
し
て
続

い
て
氷
花
の
で
あ
る
。
然
る
に
雨
着
の
間
.に
は
街
ほ
此
の
以
外
に
国
家

主
義
的
色

彩
に
關
す
る
大
い
な
る
相
違
あ
り
、

一
方
が
飽
迄
国
際
主
義
即
ち
超
国
家
主
義
を
徹
底
せ
し
め
ん
・し
す

る
に
謝
し
て
」
,他
方
は
国
家
主
義
の
色
彩
を
脱
せ
す
、
密
丁
ろ
却

っ
て
国
家
主
義
の
維
持
に
賦
興
す
る
所
あ
る
態
度

を
持
し
て
来
た
。
.

・

後
に
述

ぷ

べ
き
が
如
く
、
元
来
凋
逸

の
肚
會
蕪
に
は
国
家
主
義
が
附

き
物

・し
な

っ
て
居
た
の
歪
あ
る
が
、
特
に

近
時
に
於
て
は
、
所
謂
肚
會
政
策
の
實
施
に
依
り
、
勢
働
者
の
勢
働
條
件
は
大
い
に
改
善
せ
ら
れ
、
文
典
の
勢
賃

所
得

の
如
き
も
所
謂
経
濟
界
の
獲
展

ざ
相
伴

っ
て
増
加
し
.

一
.般
的
に
螢
働
者

の
物
質
的
幸
幅
は
増
進
せ
ら
れ
、

其
事
沓
ハ本
主
義
制
の
獲
展
に
負
ふ
所
最
あ
多
大
で
、
然
か
も
沓
…本
山土
義
制
は
何
れ
の
國
に
於
て
も
国
家
主
義
ε
・提

.

携
す

る
も
の
た
る
が
矯

め
に
、
進
化
論
的
基
礎

の
上
に
立

つ
肚
會
主
義
者
は
益
々
明
瞭

に
国
家
主
義
を
包
容
し
、

修
正
派

の
人
存
の
如
き
も

、
此
の
傾
向

に
從
て
流
れ
た
。

斯
く
て
戦
前
濁
逸
の
蜜
状
に
於
て
は
、
国
家
主
義
は
金

々
地
盤

を
得

、
「
諸
国

の
無
産
者
よ
、
結
合
せ
よ
」
ε
い

ふ
標
語
の
下

に
立

つ
国
際
主
義
一

遇
国
家
主
義
断
、
肚
會
窯
の
實
地
政
策
上
に
於
て
は
、
大

い
に
墜
迫
さ
れ
て

し
ま
っ
た
。
而
し
て
此
の
傾
向

は
濁
り
凋
逸

に
於
て
之
を
見
る
所
た
る
に
止
ら
す
、
諸
國
に
於
て
之
を
窺
ふ
こ
ご

が
出
家
た
。
即
ち
諸
国
の
無
産
者
が
其

の
共
通
な
る
性
質

ε
利
害

に
依
て
結
合
し
て
共
同
運
動
を
行

ふ
よ
り
も
、

一
団
々
々
に
於
て
勢
働
團
結
を
固
め
、
現
存

国
家
制
の
下
に
具
艦
的
な
る
勢
働
利
益
の
増
進
の
爲
め
に
讒
す
所
が

、



,

多
か
つ
陀
の
で
あ
る
。
從
て
叉

一
般
の
傾
向
に
於
て
は
、
国
際
枇
會
主
義
の
主
義
方
針

ε
し
て
の
階
級
戦
争
も
其

の
意
義
を
輕

ん
ぜ
ら
る
、
こ
ε
、
な
り
、
肚
會
蕪
の
戦
略
や
目
的
は
3
肚
會
主
義
に
固
有
な
る
世
界
観
的
思
想
に

封
ず
る
其
の
密
爾

の
關
係
を
失
ひ
、
国
際
的
革
命
主
義

の
理
想
も
漸
く
に
失
は
れ
ん
ε
す
る
に
至

っ
た
の

け
れ
ざ
も
戦
前

の
此

の
状
態
は
決
し
て
終
励
的
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
階
級
戦
争
の
激
義
に
擦
て
立
ち
、
革

命
主
義

の
旗
幟
を
掲
げ
た
る
国
際
肚
曾
主
義

の
傾
向
は
、
時
勢

に
依
て
墜
追
は
せ
ら
れ
乍
ら
も
、
決
し
て
滅
亡
し

た
の
で
は
な
か
つ
陀
。
時
勢
が
愛
輔
し
さ
へ
す
れ
ば
、
叉
大

い
に
頭
を
擾
げ
て
活
躍
を
試
む

べ
き
潜
勢
力
は
十
分

に
之
を
貯

へ
て
居
た
の
で
あ
る
。
而
し
て
終

に
戦
争
ε
い
ふ
大
解
放
運
動
は
、抑

へ
ら
れ
た
る
も
の
を
解
放
し
た
。

ス
タ
ツ
ス
ヘ

ク
オ
　

戦
争

ご
「い
ふ

一
大
破
壊
運
動
は
、
既
成
状
態
を
破
壊
し
た
。
藪
に
濁
逸

の
肚
會
蕪
は
其
の
内
部
に
於
け
る
水
`
漸

の
混
合
歌
態
が
分
解
し
て
、
水
は
水
、
油
は
油
ε
相
分
る

、
に
至

つ
π
の
で
あ
る
。

=

國
家
主
義
的
傾
向

.

凋
逸
に
於
け
る
肚
會
主
義
運
動
は
、
大
様
宥
に
述

ぶ
る
や
う
な
理
由

か
ら
し
て
、
大
戦
を
機
會
に
分
解
作
.用
を

起

さ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
侮
ほ
詳
か
に
其
の
理
由
を
明
か
に
せ
む
.爲
め
に
は
、
凋
逸
の
肚
會
一正
義

連
動

に
附
着

せ
る
国
家
主
義
の
色
彩
に
就

い
て
、
今
少
し
く
立
入

っ
て
詮
索
す
る
必
要
が
あ
る
。

糊
逸
の
肚
會
主
義
運
動
が
、
国
家
主
義
の
色
彩
を
帯

び
て
居
た
の
は
、
柳
も
肚
會
民
主
蕪
が
創
設
せ
ら
れ
汰
る

論

叢

戦
後
捌
逸
の
祉
會
主
義
運
動
(
一)

第
十
二
巻

(第
五
號

六
三
)

七
二
一

3)L.Krafft,a.a.0,S.2go仔.



」

論

叢

戦
後
鍵

の
胱
會
主
義
運
動
(
ご

第
†
二
巻

(第
五
號

⊥茜

)

七
二
二

當
初

か
ら

の
こ
ε

》
す

る
。
帥

ち
之
を
其

の
創
設
者

よ

り
下

っ
て
歴
代

の
統

帥
者

に
就

い
て
見

れ
ば
、
其

の
主
張

ε
政
治
的
立
場

ご
が
、
国
家
主
義

の
絶

へ
ざ

る

一
筋

の
糸

に
依

っ
て
縫

は
れ
て
居

る
の
を
知

る

こ
ε
が
出
來

る
。

「
.

先

づ
之
を

フ

エ
ル
ヂ
ナ

ン
ド
、

ラ

サ
ー

ル

(鳴
段
色
一塁
a

[
p
…
注
・
　「
に
就

い
て
見

る
に
、
十
九
世
紀

に
於

"

る
.

新

し
き
政
治
的
運

動

の
開
拓
者

の
中

に
在

っ
て
、
.國

家
主
義

者
た

る
黙

に
於

て
も
、

ラ
サ
ー

ル
は
決

し
て
何
人

の

後

へ
に
も
落

つ
る
も

の
で

な

い
。
彼

れ
の
署

書
や
演

説

は
明
瞭

に
彼

れ
の
国

家
主
義
思
想

を
示

し
て
居

る
。
當
時

.

盛

に
行

は
れ
た

る

マ
ン
チ

ェ
ス
タ
ー
流

の
個

人
主

義

に
謝

し
て
、
ラ
サ

ー

ル
は
顧

る
熱
誠

に
国
家
主
義
を
高

唱
し

て
居

る
。
彼

は
國

家
を
以

て
、
各
個
人
が
自

分
々

々

の
力
を

以

て
し
て
は
到
底
到
達
す

る
こ
ピ
を
得
ざ

る
生
存

歌

」
態

に
ま
で
各

個
人

を
上
ぼ
ら

し
む

る
も

の
ε
寫

し
、
側

家

は
叉
各
個

人
が
自

分
々

々
で
は
到

底
之

を
得

る

て
ε
の

出
來

繊
敷
育

ε
力

ε
自
由

ざ
を
各
個

人
に
得

せ
し
む

る
所

の
も

の
ε
説

い
て
居

る
。
而

し
て

ラ
サ
ー

ル
は
た

ゴ

一

般
的

に
國
家
観
念

を
闡
明

せ
る
の
み
で
は
な
く
、
特

に
凋
逸

ご

い
ふ
国
家
観

念

を
高

調

し
陀
。

人
動

も
す

れ
ば

マ

ル
ク

ス
を
ぱ

国
際

的

(超
国
家
的

)
な
り

ε
し
、

ラ
.ヴ

ー

声
を
国
家
的
な

b
ざ
し
て

、
両
者

を
劃

立
せ
し
む

る
が
、

之

は
間
蓮

っ
て
居

る
。
け

れ
こ
も

叉
そ

こ
に

一
塊

の
眞

理
が
介

在

せ
漁
で
も

な

い
。

ラ
サ
ー

ル
は
凋
逸

の
唯

中
に

・

佳

ひ
塒
の
凋
逸

の
国
家
的
気
運

の
高

調

に
漂

は
さ
れ

た
人
聞

だ

か
ら

、
頗

る
濁
逸

国
家
な

る
も

の
に
謝

し
て
執
着

を
持

て
居

た
。
然

る
に

マ
ル
ク

ス
は
永

く
倫

敦

に
客

住

し
、
廣

く
世

界

の
政
治

や
輕
濟

に
就

い
て
概
括

的

に
之
を

洞

察
す

る
の
機
會

・近
観
察
力

ε
を
持

て
居

た
か
ら
,

特

に
凋
逸

國
な

る
も

の
に
封

・し
て
、
執

着
を
減
ず
.る
こ
と
、
、

昌



ラ
ナ
ー

川
ほ
こ
で
は

め
り
得
な

か

っ
た

の
で
あ

る
。

ラ
サ
.ー

ル
の
政
治

上

の
遺

言
執
行
者

ご
見
ら

る

べ

き

ヨ

ハ
ン
、

バ
プ

チ

ス
ト
、

フ
オ

ソ
、
.シ
ユ
ワ
イ

ッ
ア
ー

甘
証
言

罵
署
鼠
算

ぐ
8

ω
∩ダ
く卑

N費

は

ラ
サ
ー

ル
ほ

こ
有
名
で

も
な
く
、
又
屡

々
誤

解

さ
れ
た

る
人
物

で
あ

る
が
、
.
.

然

し
頗

る
熱
烈

な

る
勢
動
運
動

の
指
導

者
で
、
凋
逸

の
勢
働

運
動
皮

に
は
英
名

を
逸

す

る
こ
`
が
出

水
漁
。
而

し

て
彼
も
亦

国
家
主
義

の
信
者

で
あ

っ
て
、
濁
逸

の
肚

曾
主

義
運
動

の
初
期

に
於
け

る
国
家
主

義
的

色
調
は
、
叉
彼

,
れ
に
負

ふ
所

が
少
く
な

い
。

フ
リ
ー
ド

リ

ッ
ヒ
、

エ
ソ
グ

ル

ス

閃
ユ
①
監

島

国
ゐ
。
一の
も
亦

ラ

サ
ー
ル
、

シ

ユ
ワ
イ
ッ
ア
ー
に
劣

ら
す

国
家
主

義

者
で
あ

る
。
彼

れ
の
両
著

勺
o
言
色

扇
ぎ
ぼ

及

び

の
ρ<
o
醤
P

蜜

越
m
自
註

号
「
幻
『
o
冒

は
、
彼

れ
の
署

書
た

る

こ
ε

の
疑
は
れ

た

る
位
で
あ

っ
て
、
此
等

の
書

中

に
於

て

エ
ン
ゲ

ル
.ス
は
大

い
に
濁
逸

の
国
家
的

立
場
を
守
護

し
、

濁
逸

が
露
西
亜

よ
り
被

れ
る
数

々
の
凌
辱

を
記

し
て
、
熾

に
反

露
氣
焙
を
擧
げ

て
居

る
。
即

ち
彼

は
露
西

亜

の
不

法

に
封
し

て
は

、
留

に
筆

を
以

て
の
み
な
ら
す

創
を

以

て
も
濁
逸

の
名
轡
を
守
ら

ね
ば
な
ら

澱
ご
絶
叫

し
、
此

の

大
氣
焔
は
其
後

断

へ
す

濁
逸

の
耽
會
主

義
運
動
に
附

着

せ
る
封
露

反
感

の
熟

人
を
爲
せ

る
も

の
ご
見

な
け
れ
」ば

な

漁
。

エ
ン
ゲ

ル
ス
は
叉
七
年
戦
争

の
破

裂

せ
る
際

に
も

大

い
に
国
家
主
義

を
提

唱

し
、
又
常
時
虚

脱
珊

々
た
り

し

佛
蘭

西

に
謝

し
て
も

、
其

の
ブ

ル
ジ

ョ
ア
共
和
主
義

者

の
野

一6

に
謝

し
て
、
濁
逸

は
其

の
国

家
的

自
存

の
爲

め
に

衛

る

べ
き
所
を
衛
ら

ね
ば
な
ら

澱
ε
公
言

し
た
。

「論

仙叢
.

職
後
蜀
逸
の
批
會
主
義
運
動
(
こ

第
十
二
巻

(第
五
號
.

六
五
)

七
二
三

魯



、
.論

叢
-

戦
後
蜀
逸
の
肚
會
主
義
運
動

(
】
)

第
十
二
巻

(第
五
號

六
六
)

七
二
阿

右
等

の
人
々
篭
相
劣
ら
す

ウ
ヰ
ル

ヘ
ル
ム
、
リ
ー
プ
ク
ネ

ヒ
ト

ヨ

一げ
9
ヨ

=
告
ざ
9
澤

も
亦
国
家
思
想
特
に
猫

、逸

ピ
い
ふ
國
家
思
想
に
謁
し
で
、
友
誼
的
態
度
を
持

し
て
居
だ
。
彼
は
再
三
帝
国
議
會

に
於
け
る
演
説
に
於
て
ラ

サ
ー

ル
同
様
の
熱
情
を
傾
け
て
国
家
思
想
の
道
徳
上
の
力
琶
偉
大

さ
ど
を
賞
讃
し
た
。
即
ち
彼
は
青
年
畢
生
の
時

分
よ
り
老
年
に
至
る
ま
で
凋
逸
国
家
の
合

　
ε
自
由
を
熱
堅
し
、
終
始

一
の
大
観
逸
主
義
者
で
あ
っ
た
。
而
し
て

露
西
亜
に
勤
す

る
反
感

に
於
て
も
彼
は

エ
ソ
グ
ル
ス
に
劣

る
も
の
で
な
く
、
早
晩
露
西
亜
ご
子
犬
相
見
ゆ
る
こ
ご

の
避
く

べ
か
ら
ざ
る
を
も
違

ぺ
て
居

る
。
反
露
戚
惰
は
實
に
叉
リ
ー
プ
ク
ネ
ヒ
ト
が

一
世
を
通
じ
て
之
を
抱
き
X

之
を
以
て
其
の
対
外
政
策
の
大
方
寸

ご
寫
し
ね
所
で
あ
る
。
露
.西
亜
の
専
制
主
義
が
地

上
よ
り
駆
逐
し
去
ら
る
、

ρま
で
は
、
國
庚
皆
兵
主
義
は
止
む
に
止
ま
れ
ぬ
も
の
で
、
各
市
員
は
兵
士
た
り
、
各
兵
士
は
市
民
た
ら
溶

る
べ
か

ら
す
ξ
彼
は
呼
號
し
た
の
で
あ
る
。
何
れ
に
し
て
も
露
西
亜
の
如
き
孚
野
蟹
國
の
野
心
に
射
し
て
濁
逸
國
家
を
守

・
.
護
す
る
`
い
ふ
こ
ε
は
、
實

に
當
然
自
明
の
理
で
、
砒
會
主
義
者
た
る
ε
た
ら
ざ
る
ε
は
、
何
も
關
保
す

る
所
で

ロ

　
り尊
.い
ビ
彼
は
考

ふ
る
の
で
あ

る
つ

.
次
に
プ
か
ダ
ス
ト
、

べ
ー
ベ
ル

〉
茜
=
鴇
富
。σ
9

も
亦
国
家
主
義
の
立
場
に
立
て
る
黙
に
於
て
は
、
濁
逸
肚
會

黛
の
指
導
者
π
り
し
何
れ
の
先
輩
に
も
殿
げ
る
も
、の
で
な

い
。
或
は
帝
国
議
會
に
於
て
或
は
議
會
外
に
於
て
、
彼
.

ほ
ざ
盛
に
凋
逸
の
國
家
主
義
を
高
唱
し
陀
肚
會
主
義
者
は
な
い
ご
謂

っ
て
よ
か
ら
う
。
彼
は
凋
逸
の
国
家
が
外
國

よ
り
侵
撃
を
被

る
場
合

に
於
て
は
、
肚
會
民
主
簸
は
他
の
何
れ
の
蕪
涙
に
も
劣
ら
す
直
ち
に
護
国
の
爲
め
に
馳
せ

参

す
る
を
騰
躇
す

る
も
の
に
非
ざ
る
旨
を
繰
返
し
聲
明
し
た
。
凋
逸
国
家
の
猫
立
を
保
持
す

る

こ

ご

に
謝
し
て



幽

し三

は
、
勢
働
者
も
亦
他

の
あ
ら

ゆ
る
階
級
の
人
々
ε
同
様
な
る
利
害
を
威
す

る
次
第
で
、
護
国
の
精
神

に
於
て
勢
働

者
な
れ
ば
ご
て
他
人
に
護

る
筈
は
な
一
、
勢
働
皆
は
實
に
他
国
の
支
配
に
謝
し
て
は
、
其
背
を
屈
す

る
を
肯

ん
ず

る
も
の
.に
め
ら
す
、
國
家
危
急
の
秋

に
際
し
て
は
勢
働
者
は
最
後
の

↓
人
ま
で
一

撚

り
最
も
年
老

い
た
る
最
後

の

一
人
ま

で
も
.
銃
創

を
執

て
職

ふ
を
離

せ
な

い
ピ
は

、
彼

れ
の
表
白

せ

る
確
乎

た

る
自
信

で
あ

っ
た
。

而

し
て

べ
ー

ペ

ル
も
亦
傳
統
的

に
露

西
亜

に
醤

し
て
大

い
な

る
反
威
を
懐

け

る
者

で
め

っ
た
。
彼

は
、
若

し
我
が
狙
國
の

土

一
升

セ
り

ε
も

、
之
を
掠

奪
併
合

せ
ん

こ
す

る
も

の
あ
ら
ば

、
吾

等

の
力

の
め
ら
ん
限
り
3
最
後

の
息

の
根
を

つ
惹
ま
で
も
、
之

を
撃

退
す

る
に
努

む

る
で
あ
ら

う

己
揚
言

し

て
居

る
。
蓋

し
彼

は
、
蜀
逸

の
国
家

が
寸

断

せ
ら

る
＼
.瞬
間

は
、
即

ち
之
れ
國
内

の
総

べ
て

の
精

瀞
的
な

る
そ
し
て
叉
肚
會
的
な

る
生
存

の
自
滅

に
締
す

べ
き
瞬
間

な
り

ε
信

じ
か

か
ら

で
あ

る
。

エ
ソ
グ

ル
ス
に
せ
よ

リ

、ー
ブ

ク
ネ

ヒ
ト
に
せ
よ
將
叉

べ
ー

ペ
ル
に

せ
よ
、
彼

等

が
露
西
亜

に
劃
し

て
向

け
た
る

反
感

憎
悪

は
、
洵

に
甚

し

い
も
の
で
あ

っ
紀
。
露

西
亜

を
以
て
滲
虐

ご
野
螢

の
巣
窟

ご
見
、
凋

逸

の
め
ら

ゆ

乙
文

化

の
仇
敵

な
り

ε
し
、
露
西

亜
が
猫

逸

に
勝

つ
ご

い
ふ

こ
ご
は
、
即

ち
愈
會

城
主

蕪

の
没
落
を
意
味
す

る
に
外
な

ら
す

ご
.し
陀
。

惟

ふ
に
之
は
彼

等
が
主
義

の
上

よ
b
露

国

の
専
制

的

ツ
ア
ー

ル
ド

ム
を
以

て
肚
會
民
主

蕪

の
主
義

巴
す

る
所

`
氷
炭
相
容

れ
ざ

る
も

の
`
信

じ
、
.露
西
亜

主
義

の
勝

つ
ご

い
ふ

こ
ご
は

、
民
主
的
肚
會

主
義

の
亡

ぼ

さ
る
る
こ

蓬
に
外
な
ら
す

ご
考

へ
た

か
ら

で
も

あ

る
が

、
叉

一
つ
に
は
濁

露
互

に
國
境

を
接

し

て
、
政
治
的

に
軍

事
的

に
脛

濟
的

に
赤
裸

々
な
、る
利
害
衝
突

を
見

る

こ
ε
繁
く

し
て
、
両
者

は
国
家

`
し
て
倶

に
天
を
戴

き
得

ざ

る

も

の
ざ
思

は
し

む
る
.實
物

敏
訓

が
、
常

に
相
踵

い
で
表

は

れ
來

元
か
ら

の
こ
ε

、
見

な
け
れ
ば
な
ら

ぬ
。
特

芯
此

論

叢

戦
後
濁
逸
の
計
會
主
義
浬
動
(
}
∀

第
十
二
巻

(第
五
號

六
七
〉

七
二
五

,



,

「

論

叢

戦
後
蜀
逸
の
肚
食
出山義
…運
動
(
こ

第
十
二
巻

(第
工
號

六
八
)

七
二
六

曽

の
両
者
折
衝

の
勢

が
年

ご
共

に
痛

切
を
加

へ
、

パ

川
カ

ソ
問

題

に
於

て
火
花

の
散

ら

ん
ε
せ
し

こ
`
の
度
重

な
.る

も

の
あ

る
に
至

っ
て
は
、
猫
逸

國
内

に
於

け

る

「
般
的

反
露
熱

の
高

ま
る
ご
共

に
、
.砒

曾
民
主

蕪

の
人

々
も

、
此

の
國
民
的
戚
情
を

分
だ
ざ

る
わ

け

に
は
行

か
な
か

っ
た

の
で
あ
.る
。

一
九

一
三
年

に
濁
逸

は
露
西
亜

の
軍

備
振
張

に
射

し

て
大

い
な

る
軍
備
充

貿
案

を
立

て
、
其

の
豫

算

が
帝
国
議

會

に
表
は
れ
た
る
際
の
如
き
も
2

-
べ
姦

其
死
に
先
立

姦

週
間
な
り
し
に
拘
ら
す
、
荷
ほ
耐
國
を
守

る
に

必
要

ざ
あ
ら
ば
、
自
ら

銃
を
荷

っ
て
職
場

に
立

つ
を
も

瀞

せ
す

ビ
す

る
の
意

気
を
示

し
、
肚
會

民
主

窯

は
其

の
豫

算

に
協
賛

す

る
こ

ピ

、
な

つ
π
。

私
は
當
時
恰
も
伯
林

に
在

っ
て
、
此

の
国

家
的

熱
情

を
肚
會

黙

の
間

に
見

る
の

實

呪
を
目

撃

し
て
、
實

は
珊
か
奇
異

の
感

に
打

陀

る

、
を
禁

じ
得

な

か

つ
π

が
、

然
し

そ
れ

は
奇
異
な
現
象

で
も

何

で
も

な
か

つ
π

の
で
あ

る
。
国
家
主
義

は
肚

會
民
主

窯

の
問

に
も
當
初

か
ら
誰

き
ざ

る
力

を
以
て
流

れ
て
居

た

の
で
あ

る
g

「

べ
ー

ベ
ル
以
外

倫
ほ

ジ

ン
ガ
ー

し∩
冒
暇
臼

ア
ウ

エ
ル

〉
⊆o
「

ペ
ル
ン

シ
タ

イ
ン

国
o
置
無
o
す

ノ

ス
ケ
ー

三
塁
パ
o

等

の
名
を
敷

へ
摩

れ
ば

、
何
れ
も
皆

之
れ
国
家
主
義

の
血
を
多

分
に
賊
す

る
人

々
で
あ

る
が
、
グ
オ

ル
グ
、
フ
ォ

ン
、

イ

ン
ズ
エ
ナ
チ

ヨ
ナ
　

ル

フ
オ

ル
マ
ー

ル

O
oo
「
げq
<
o
⇒
<
o
=
旨
四
「

が

一
九
〇
七

年

に

ス
ツ
ッ
ト
ガ

ル
ト
に
開

か
れ
た

る

国
際
…肚
會
蕪

の
大

會

に
於

て
濁
逸

の
代
表
者

ε
し

て
出
席

し
て
爲
せ

る
演

説
中

の

=
側
の
如

き
は
、
最
も
雄
辮

に
濁
逸

肚
會
蕪

の
国

家
主

義
的

思
想
を

啓
示
す

る
も

の
ε
見

る

こ
ご
が
出
来

る
。
彼

れ
の
吉
葉

に
曰
く

、
國
際
主
義

`

い
ふ
こ
ご
は
非

国
家
主
義

ご

い
ふ

こ
ε

』
同

一
義

な
り

ξ
思
は

y
、
そ

れ
は
誤
解

で
め

る
。
吾
等

は
祓
國
を
宿

せ
す

ε
思
は

y
、

の

そ
れ
も
誤
解

で
あ

る
ご
O
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